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「
市
民
と
行
政
が
連
携
し
、
と
も
に
地

域
を
支
え
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
市
民
同

士
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊

か
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
で
は
、
各
自
治
会
を
は
じ
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
各
種
計
画
の
策
定
時
な
ど
に
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
よ
り
多
く
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に

市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現
で
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。「
Ｄ
Ｖ（
家

庭
内
暴
力
）
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
Ｄ

Ｖ
に
関
す
る
情
報
提
供
や
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

男
女
が
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
あ
う
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

危
機
管
理
体
制
の
充
実
で
は
、
消
防
器

具
置
場
の
整
備
や
消
防
自
動
車
の
更
新
を

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
保

存
食
や
毛
布
等
の
生
活
必
需
物
資
の
備
蓄

を
計
画
的
に
進
め
、
災
害
等
の
発
生
に
備

え
て
い
き
ま
す
。

談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
本
庄
西
中
学

校
南
校
舎
の
耐
震
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、

本
庄
東
小
学
校
の
３
号
館
・
４
号
館
の
校

舎
改
築
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
活
発
化
で
は
、新
た
に「
市

民
総
合
大
学
」
を
開
講
し
、
数
多
く
の
講

座
で
生
涯
学
習
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

「
親
の
学
習
手
引
書
」
な
ど
の
活
用
に
よ

り
、
親
が
親
と
し
て
の
力
を
つ
け
る
学
習

の
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
と
活
用
の
推
進
で
は
、

指
定
史
跡
等
市
内
の
文
化
財
の
美
化
作
業

な
ど
、
今
後
も
市
内
の
重
要
な
文
化
財
の

保
護
・
活
用
を
行
い
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
で
は
、「
市
民

一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
」
の
実
現
に
向
け
て
、

早
稲
田
大
学
特
命
教
授
の
川
淵
三
郎
氏
を

お
迎
え
し
、
昨
年
度
か
ら
開
講
し
た
「
川

淵
三
郎
塾
」
で
も
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
体
育
施
設
の
芝
生
化
な
ど
教
育
環

境
・
社
会
体
育
施
設
の
整
備
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

活
力
あ
る
本
庄
市
を
築
い
て
い
く
た
め
、

「
地
域
の
価
値
を
高
め
、
活
発
な
産
業
活

動
が
広
が
る
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

農
林
業
の
振
興
で
は
、
有
機
農
業
の
推

進
や
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
よ
る
栽
培

　

防
犯
体
制
の
充
実
で
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、
犯
罪
認
知
件
数

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

協
働
・
連
携
を
す
す
め
、
自
主
防
犯
組
織

な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
防

犯
研
修
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
で
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

や
道
路
照
明
灯
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
を

整
備
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
や
児
童
な
ど
を

対
象
に
し
た
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
街

頭
活
動
な
ど
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
は
、
休
日
窓

口
開
庁
等
の
業
務
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
明
日
を
拓ひ
ら

く
人
を
育
み
、
魅
力
あ
る

文
化
が
育
つ
ま
ち
」
を
目
指
し
、
次
の
施

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

創
造
性
と
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の

推
進
で
は
、
各
学
校
に
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
大
幅
に
増
員
し
ま
す
。
ま
た
、

担
任
の
先
生
と
協
力
し
て
学
習
指
導
を
行

う
学
習
支
援
員
を
引
き
続
き
配
置
し
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　

人
権
を
尊
重
す
る
教
育
と
心
豊
か
な
人

づ
く
り
の
推
進
で
は
、
さ
わ
や
か
相
談
員

に
よ
る
相
談
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
心
の
相

談
員
に
よ
る
電
話
相
談
に
よ
り
、
教
育
相

な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
実
現
や
特

色
あ
る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り

組
み
に
対
し
て
支
援
す
る
ほ
か
、
新
た
に

「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、

良
好
な
農
地
の
維
持
・
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

商
業
の
振
興
で
は
、
商
店
街
の
活
性
化

に
向
け
て
、
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
を

利
用
し
て
営
業
を
開
始
し
た
事
業
者
に
対

す
る
支
援
や
各
種
融
資
を
引
き
続
き
行
い
、

市
内
企
業
の
健
全
化
と
活
性
化
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

工
業
の
振
興
で
は
、
市
内
中
小
企
業
の

経
営
の
安
定
と
融
資
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
、
中
小
企
業
緊
急
運
転
資
金
融
資
預
託

金
制
度
な
ど
を
始
め
と
す
る
各
種
融
資
の

斡あ
っ

旋せ
ん

や
利
子
補
給
な
ど
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
優
良
企
業
の
積
極
的
な

誘
致
を
推
進
し
、
雇
用
の
確
保
と
経
済
の

活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
発
化

で
は
、
祭
り
・
行
事
・
郷
土
芸
能
な
ど
の

継
承
・
発
展
を
支
援
し
、
全
国
に
知
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
、

本
庄
名
物
「
つ
み
っ
こ
」
を
定
着
さ
せ
る

た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
市
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
企
画
・
製
作

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

勤
労
者
対
策
の
推
進
と
消
費
者
の
安
全

と
利
益
の
確
保
で
は
、
年
々
増
加
す
る
契

約
ト
ラ
ブ
ル
等
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

新
た
に
児
玉
郡
内
３
町
と
協
力
し
、「
消

市
民
生
活
分
野

教
育
文
化
分
野

経
済
環
境
分
野
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費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
相
談
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者

自
立
支
援
事
業
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
雇

用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

環
境
対
策
の
充
実
で
は
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
を
、
市
の
事

業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
廃
棄
物

不
法
投
棄
対
策
・
環
境
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

員
を
採
用
し
、
健
全
な
環
境
の
保
全
に
努

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
元
小
山
川
浄
化
活
動

推
進
事
業
な
ど
水
環
境
改
善
に
引
き
続
き

積
極
的
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
自
然
環
境

の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
、

資
源
ご
み
分
別
回
収
事
業
や
集
団
資
源
回

収
の
継
続
、「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」
の
推

進
な
ど
に
よ
り
、
資
源
循
環
型
社
会
の
形

成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
や
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
際
し
て

の
助
成
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
「
自
然
と
人
に
優
し
く
、
多
彩
な
交
流

が
生
ま
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
次
の

施
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
万
一
に

備
え
て
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
及
び

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
を
新
た
に
実
施

し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

始
し
た
区
域
の
水
洗
化
率
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

公
園
緑
地
の
整
備
と
緑
化
推
進
で
は
、

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

市
民
プ
ー
ル
跡
地
等
の
有
効
利
用
を
図
る

な
ど
、
若
泉
運
動
公
園
の
再
整
備
に
着
手

し
ま
す
。

　
「
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効

率
的
に
提
供
す
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
次

の
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
透
明
性
の
高
い
行
政
経
営

の
推
進
で
は
、
各
審
議
会
委
員
な
ど
の
公

募
制
度
を
さ
ら
に
推
進
し
、
ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
市
長
へ
の

手
紙
」、「
市
長
と
の
対
話
集
会
」、「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
」
を
引
き
続
き
実

施
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
積
極
的

に
市
政
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

情
報
の
適
正
管
理
と
情
報
の
共
有
化
を
進

め
、
透
明
性
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
経
営
の
推
進

で
は
、「
行
政
改
革
大
綱
」
と
「
行
政
改

革
大
綱
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
不
断
の
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
効
率
的
・
効
果
的
な
組
織
の
見
直
し
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

み
ま
す
。
ま
た
、
幅
員
が
４
ｍ
未
満
の
狭
き
ょ
う

隘あ
い

道
路
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

　

市
街
地
整
備
で
は
、
今
秋
に
「
本
庄
早

稲
田
駅
周
辺
ま
ち
び
ら
き
」
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、「
本

庄
早
稲
田
の
杜も
り

づ
く
り
〜
孫ま
ご

子こ

の
代
ま
で

引
き
継
げ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜
」
と
し

て
、
市
民
・
民
間
事
業
者
・
行
政
機
関
が

協
働
し
て
将
来
的
に
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
と
維
持
管
理
で
は
、
児

玉
市
街
地
の
都
市
基
盤
整
備
を
本
格
実
施

す
る
ほ
か
、
市
内
に
お
け
る
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
うの
長
寿

命
化
に
向
け
て
の
修
繕
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
ま
た
、
道
路
改
良
、
舗
装
・
側
溝
整

備
及
び
街
路
樹
の
維
持
管
理
等
を
実
施
し

ま
す
。

　

上
水
道
の
整
備
で
は
、
石
綿
管
の
更
新

等
に
よ
る
漏
水
対
策
を
実
施
す
る
ほ
か
、

安
全
・
安
心
な
水
を
確
保
す
る
た
め
、
児

玉
浄
水
場
に
お
け
る
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ

ウ
ム
対
策
の
膜
ろ
過
施
設
整
備
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
で
は
、
公
共
下
水
道
地

区
、
農
業
集
落
排
水
地
区
、
合
併
浄
化
槽

地
区
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
河
川
等

の
公
共
用
水
域
の
水
質
改
善
を
進
め
ま
す
。

整
備
事
業
で
は
、
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土

地
区
画
整
理
事
業
地
区
、
若
泉
地
区
、
け

や
木
地
区
、
児
玉
地
区
な
ど
で
の
汚
水
幹

線
及
び
枝
線
等
の
築
造
工
事
を
引
き
続
き

実
施
す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
供
用
を
開

　

早
稲
田
大
学
と
の
包
括
協
定
に
基
づ
く

施
策
の
推
進
で
は
、「
川
淵
三
郎
塾
」
で

の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
産
・
学
・
公
・
地

域
が
連
携
し
、
研
究
開
発
型
企
業
の
誘
致

を
進
め
、
国
際
的
な
研
究
開
発
の
拠
点
づ

く
り
を
図
る
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
推
進
事
業

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
彩
の
国
本
庄
拠

点
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
な
ど

を
通
し
て
、
映
像
・
映
画
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
全
国
に
向
け
て
本

市
の
認
知
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

電
子
自
治
体
の
推
進
で
は
、
建
設
工
事

の
入
札
が
、
原
則
全
て
埼
玉
県
電
子
入
札

共
同
シ
ス
テ
ム
で
の
電
子
入
札
と
な
る
こ

と
で
、
入
札
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
・
公
平

性
の
確
保
と
事
務
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
事
務
の
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
正
確
性
、
迅
速
性
の
向

上
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

交
通
機
関
の
充
実
で
は
、
市
内
循
環
バ

ス
や
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
運
行
・
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

通
勤
通
学
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ

高
崎
線
・
八
高
線
の
輸
送
力
の
増
強
、
八

高
線
の
電
車
化
、
上
越
新
幹
線
本
庄
早
稲

田
駅
の
停
車
車
両
の
増
発
を
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

　

自
主
性
・
自
立
性
の
高
い
財
政
運
営
の

確
立
で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
税
の
収
納
率
の
向
上
を
図
り
、
安
定
的

な
自
主
財
源
の
確
保
と
事
業
コ
ス
ト
の
縮

減
に
努
め
、
計
画
的
・
効
率
的
な
財
政
運

営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

都
市
基
盤
分
野

行
財
政
経
営
分
野


